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の活やがうきだをでしい みでン凹なるわ字 たとも前が変 1 き 1 つの名発作
粋閂字めかよたわ使して人中も‘キ凸ん゜せをデ゜言ーだ変え夕にテた間刺注家小
持めらかうのるわたくた村付口、をがと活て拾ザ 葉繕けわた 1 はィ°で←しゃ山
を文れるにで人ず゜れちさけゴっでい版印いイ をしでりらた ‘l 1 スは‘デ薫
見化なけなはが‘でたがんらマ きつの刷‘ン 伝はま‘ち若で°テク 、堂
せをいれつな多ーもの活はれ 1 けるて字機職を 寄えなし人が手の° 1 リ承ザさ
た守ねどたいく個パか版ーるクなこもので人決 せらくたがーの 周タエ村イん
°る一、゜かな一、ノ不をな゜のいと微魅印芸め てれ‘←‘名ク寄年ス 1 活ナら
職とま手とつにコ思見ぜ へ空°妙力字で‘ くる思ー仕刺リせのと夕字 I 有
人‘だ間思てこン議直若 こ印イなはす合活 れ←い名事を工書パな l のが名

電子図書館の可能性探る
新型マルチメディア端末「i Pad （アイパッド）」
の発売などで電子書籍が注目を集める中、国立国会図書

館は 7月 16日、京都府精華町の関西館でイベント「電子

図書館の可能性」を開催する。

蔵書のデジタル化などを行っている国立国会図書館の
長尾真館長による講演のほか、編集者の仲俣暁生氏や奈

蓋
醤

京都で来月 16 日イベント
良先端科学技術大学院大の藤川和利准教授らが、パネル
ディスカッションで電子図書館の将来や今後果たす役割
について議論する。 . 
参加費は無料で定員300人。同図書館のホームページ

から申し込める。問い合わせは国立国会図書館関西館、

0774⑱1225。

直l□圏

ク立
山陽

愛知県産業技術研究所が開発した、ひじ
のリハビリ支援ロボット（同研究所提供）
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理
学
療
法
土
の
動
き
を
学

習
し
、
ひ
じ
の
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
愛
知
県
産

業
技
術
研
究
所
（
同
県
刈
谷

市
）
が
開
発
し
た
。
関
節
の

曲
げ
伸
ば
し
に
加
え
、
ね
じ

る
動
き
や
力
の
調
節
も
可
能

で
「
個
々
の
患
者
の
症
状
に

応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
に

な
る
」
と
い
う
。

研
究
所
に
よ
る
と
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
機
械
や
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の

研
究
は
各
地
で
続
け
ら
れ
て

い
る
が
、
市
販
さ
れ
て
い
る

機
器
は
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し

な
ど
、
決
め
ら
れ
た
動
き
を

繰
り
返
す
だ
け
と
い
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ひ
じ
か
ら

先
を
包
む
よ
う
に
装
着
す
る

器
具
、
器
具
を
動
か
す
ア
ーひじのリハピリロポ開発

動 るをとい具すをを 構仝
く→仕学合て合る実付ま成
のア組習わおを゜施けず゜力
で 1 み゜せり測器した理メ
‘ムだアて‘る墨‘患学 ラ
ねは o I 療カセし力者療 ‘ 

け昌 令塁；り賃こげ塁 り
な自 再のの 1 のでハが コ
が在 現動映が入撮ビ器 ン
らに すき像付り影リ具 で

理学療法士の動き再現
て的り 1 卜る療やと あ使摘→る重じコ 0 さ式 たをラけ特さ台に 3 主のき伸
いな‘夕をし法ひ‘.―るいが違がさかス万れでしと測でる殊れ以は次通任はもば
る検リの使か士じ従メ゜やあ和 ‘5 ら卜円て約かい定もこなる上‘元常研‘可す
°証ハ数えながの来モ すり感理〇先ダとい 4 しうで正と標゜の人の‘究開能と
にビ値ばか感角は...... さ‘が学 0 にウいる〇現゜き確で識し力の動リ員発にい
もリ化‘つ覚度力研 の軽あ療ム多付ンい機〇在 るな‘をかメ目きハ゜者なっ
＇役効がこた的なの究 面量る法をけが‘器万の よ距 1 8 しラとをビ のるた
立果可う゜にど入所 で化←士切る必まは円費 う離台枚‘が同とリ 酒←微
つの能し口とはれに 課もとかつ器要だ約°用 にやの取器必じらな 井と妙
と客にたボら理具よ 題含の＇らて具゜ま 1 市は な角力り具要でえど 昌話な
し観なデッえ学合る がめ指はいもひだ〇販一 つ度メ付にと 2 るの 夫す動

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
コ
ン
ゴ
（
旧

ザ
イ
ー
ル
）
と
の
国
境
に
あ
る
、

世
界
で2
番
目
に
深
い
タ
ン
ガ

ニ
ー
カ
湖
の
水
温
が
、
過
去
9
0

年
間
で
約0
.
9

度
と
急
上
昇

し
て
い
る
こ
と
を
米
ブ
ラ
ウ
ン

大
の
研
究
チ
ー
ム
が
突
き
止
め

た
。
混
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に

よ
り
地
球
全
体
が
暖
め
ら
れ
て

い
る
証
拠
だ
と
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
湖
底
の

た
い
せ
き

堆
槙
物
の
放
射
性
炭
素
に
よ
る

曲げる

伸ばす

ねじる

約
2
0
0

の
問
診
情
報
に
医
師
が
下
し
た
診
断
や
漠

方
製
剤
の
処
方
な
ど
を
加
え
、
個
人
が
特
定
さ
れ
う
る

情
報
を
除
い
た1
千
項
目
以
上
の
デ
ー
タ
を
1

人
分
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
べ5
千
人
分
以
上
の
デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
て
き
た
。

「
漠
方
は
、
患
者
の
体
質
な
ど
に
合
わ
せ
て
治
療
法
を

調
整
す
る
個
別
化
医
療
だ
」
と
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
解

説
す
る
。
自
の
前
の
患
者
を
、
体
質
や
生
活
環
境
な
ど
が慶
応
大
病
院
な
ど

ハトの群れ GPS で調査

タンガニーカ湖の水温上昇
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G
P
S

の
小
型
記
録
装
置
を
背
負
っ
．

た
伝
書
パ
ト
（
研
究
グ
ル
ー
プ
の
ジ

ュ
ザ
・
ア
ー
コ
シ
ュ
さ
ん
提
供
）

年
代
測
定
と
、
微
生
物
の
化
石

の
細
胞
膜
の
変
化
か
ら
推
計
さ

れ
る
混
度
と
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
過
去1
5
0
0年
間
で
現

在
の
水
温
が
最
も
高
い
と
判
朗

し
た
。
水
温
上
昇
と
と
も
に
藻

類
が
減
っ
た
こ
と
も
判
明
。
湖

の
表
層
の
混
度
上
昇
で
、
栄
養

分
の
あ
る
湖
底
付
近
の
水
と
混

ざ
り
に
く
く
な
っ
た
た
め
と
み

ら
れ
る
と
い
う
。
（
ロ
イ
タ
J

1
1共
同
）

ハトさん、リュックサックを

背負って遠足ですか？ いえい

ぇ、リュックサックに見えるの

は、衛星利用測位システム (G

PS) を使った重さわずか16空

の記録装置。群れの行動と群れ

の中での序列の関係を調べるた
めに、英オックスフォード大な
どのグループが開発した。 ノ

グループはこの装置を約10羽

で構成される伝書バトの群れに

取り付けて飛行経路や互いの位

置関係を調査。その結果、群れ

の先頭集団ほど進行方向を決め，
るのに重要なリーダーとしての
役割を果たし、そのほかのハト
は先頭集団に付き従って飛ぶこ

■英大グループ

9.、…~J—,_.:

とが分かった。

右側より左側の仲問の動きに

対してより素早く反応すること

から、ハトは左目の方が認識カ
が高く、右側を飛ぶ個体ほど群

れの中での順位が低いようだと

いう。

症
状
や
投
薬
の
デ
ー
タ
解
析

東
京
都
新
宿
区
の
慶
応
大
病
院
。
渡
辺
賢
治
漠
方
医

学
セ
ン
タ
ー
長
に
促
さ
れ
て
問
診
用
端
末
に
向
か
い
合

う
と
、
モ
ニ
タ
ー
に
質
問
が
表
示
さ
れ
た
。
食
や
睡
眠

な
ど
の
生
活
習
慣
に
加
え
、
冷
え
、
し
び
れ
な
ど
の
症

状
を
部
位
ご
と
に
聞
か
れ
、
そ
の
主
観
的
な
強
度
を

0

S
1
0
0

の
数
値
で
入
力
し
て
い
く
。

■

の
べ
5

千
人
分
以
上

「匠の技」

ヽ

i
、
区

慶
応
大
病
院
に
設
置
さ
れ
た
漢
方
問
診
シ
ス
テ
ム
を
操
作

す
る
渡
辺
賢
治
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
長

1
1東
京
都
新
宿
区

令
終

2000年以上の歴史をもつと

される漠方。西洋医学に東洋

医学を加えた「統合医療」の
可能性を探る厚生労働省のチ

ームが発足し、あらためて注

目が集まる。漢方活用に関す

る厚労省研究班（班長・黒岩

祐治国際医療福祉大教授）は

2月、経験の蓄積から科学的

証拠に基づく医療への転換を

図るべきだとの提言を発表。
たくみ

漠方医の「匠の技」の正体を

明らかにする試みが始まって
J 

いる。

, 的探究

こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
担
う
の
は
、
東

京
大
医
科
学
研
究
所DN
A

情
報
解
析
分
野
の
宮
野
悟

教
授
、
井
元
清
哉
准
教
授
ら
だ
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
初
診
の
患
者
が
、
慶
大
病

■
数
式
に
乗
せ
る

似
た
過
去
の
患
者
た
ち
と
比
較
し
な
が
ら
、
見
立
て
と

治
療
法
を
選
択
す
る
I

。
こ
ん
な
方
法
論
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
再
構
成
す
る
に
は
、
ま
ず
症
状
、
診
断
、
治
療

を
く
ま
な
く
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 院

式
の
漠
方
で
症
状
が
改
善
す
る
確
率
の
計
算
。
確
率

が
高
け
れ
ば
治
療
に
入
り
、
低
け
れ
ば
別
の
方
法
が
な

い
か
模
索
す
る
な
ど
、
治
療
方
針
決
定
の
一
助
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
足
の
冷
え
」
を
例
に
と
れ
ば
、
1
2
0

近
い
問
診

項
目
か
ら
、
冷
え
と
関
係
が
深
い
3
5項
目
を
数
学
的
な

方
法
で
選
抜
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
対
象
の
患
者

と
回
答
頌
向
が
似
た
別
の
患
者
の
治
療
記
録
を
比
較

し
、
改
善
が
見
込
め
る
か
判
断
す
る
。
こ
こ
で
治
療
効

果
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
た
人
の
9
1％
が
、
実
際
に3

カ
月
後
の
症
状
改
善
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

問
診
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を
つ
け
る
試
み
も
行
っ
た
。

漠
方
医
学
で
は
体
質
や
症
状
を
総
合
し
て
「
証
」
と
い

う
診
断
を
つ
け
る
が
、
線
が
細
い
「
虚
証
」
と
体
格
の

い
い
「
実
証
」
を
計
算
で
判
別
す
る
と
、
実
際
に
医
師

が
つ
け
た
判
断
と8
7％
一
致
。
医
師
の
診
断
支
援
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

井
元
准
教
授
は
「
漠
方
医
学
が
数
式
に
乗
せ
ら
れ
る

こ
と
が
証
明
で
き
た
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い
る
。

•
全
国
に
規
模
拡
大

慶
大
病
院
単
独
で
行
っ
て
い
た
こ
の
研
究
は
本
年
度

か
ら
、
富
山
大
、
千
葉
大
、
麻
生
飯
塚
病
院
（
福
岡
県
）

な
ど
全
国1
0施
設
に
拡
大
す
る
。
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ

を
集
め
れ
ば
予
測
の
精
度
ア
ッ
プ
が
見
込
め
る
た
め

だ
。患

者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
「
患
者
の
医
療
情
報
を
患
者

に
還
元
し
た
い
。
現
在
も
自
分
自
身
の
治
療
経
過
を
来

院
時
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
将
来
的
に
は
携

帯
端
末
か
ら
自
分
に
合
っ
た
治
療
を
探
せ
る
よ
う
な
仕

組
み
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。
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